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厚さ別荷重によって応力を計算して安全率に合うように製作されます。 
マット基礎の鉄筋と連続バーチェアの鉄筋規格が異なる場合、マット基礎鉄筋の間隔を調整して配置します。

現場施工写真

· マット基礎の主鉄筋D13、連続バーチェア鉄筋D13の場合(fy=500MPa)

· マット基礎の主鉄筋D16、連続バーチェア鉄筋D13の場合(fy=500MPa)
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建設現場の手間のかかる労務が減らすことと
安全を追求する技術を開発します。
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連続バーチェア
鉄筋馬よりもっと安全で早く!!❕



連続バーチェアとは？
厚さ250~500mmmの比較的に薄い基礎に利用できる鉄筋の架台役割装置として、
上部主筋と下部主筋を三角形の金物で結束して配筋の位置にそのままおいておけばOKです。

連続バーチェア

一つ一つ設置する鉄筋馬の設置工程が要らないので、
資材費, 人件費, 工期節減 OK!! 経済的

連続されている三角形トラス形態で安定的形態で、鉄筋馬に比べて
広い間隔で設置可能のため作業者の通路確保及び安全性 UP!安全

事前に工場で製作するため、現場では一気に設置だけで終わり!
鉄筋馬に比べて3倍速い設置速度速い

特徴

- 鉄筋馬は「1.2m x 1.2m」の間隔で設置するが、大引き鉄筋がD13の場合
1.2m 間隔としては計算上降伏して永久たわみが生じる可能性がある

- 連続バーチェアは支持間隔が680mmであるため構造的に安全

- 構造的安定性を用いて既存の帽子型鉄筋馬に比べて設置間隔を広く(2m)適用可能

- 連続バーチェアの本体の鉄筋そのものが下部鉄筋及び上部鉄筋の役割ー＞ただのスペーサーではない

上部鉄筋の役割

下部鉄筋の役割
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鉄筋馬 連続バーチェア

施工手順

01
基礎下部鉄筋配筋

連続バーチェア本体下部鉄筋と重複される下部鉄
筋は除く

02
人力で連続バーチェア設置

2.0m以下のの間隔で設置

03
基礎上部鉄筋配筋

連続バーチェア本体上部鉄筋と重複される上
部鉄筋は除く

下部主筋

上部主筋

三角形金物

さらに、このようなディテールまで!

リブ（肋骨)

連続バーチェアの上部鉄筋のリブ面の上
にスラブ鉄筋を乗せると滑る可能性がある

[ 連続バチェア製作方式 ]

スラブ鉄筋が滑らないように連続バーチェア
の上部鉄筋のふしが上面に、上部鉄筋のリブ

が側面になるように工場で製作します。

ふし

連続バーチェアの上部鉄筋連続バーチェアの上部鉄筋

スラブ鉄筋 スラブ鉄筋拡大


